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　兵庫県内の⼩中学校で２０１５、１６年度に起きた組み体操の事故件数が、２年連続で
全国最多だったことが１３⽇、⼤阪経済⼤の⻄⼭豊教授（数学）の調査で分かった。１５
年度は８５７件（うち⾻折２６５件）、国や県が安全対策を強化した１６年度もなお
６０１件（同１７３件）に上った。児童⽣徒１万⼈に対する負傷率も４７都道府県中、
１５年度が１位、１６年度２位となっており、さらなる対策が求められている実態が浮き
彫りになった。

　⻄⼭教授が、⽇本スポーツ振興センター（東京都）から、学校で児童⽣徒が負傷した場
合に医療費が⽀払われる「災害共済給付」の件数データを得て算出した。

　組み体操による事故は、１５年度に全国で７７０２件（うち⾻折２０５７件）あり、そ
の約１割を兵庫県が占めた。負傷率も全国⼀で、全国平均７・７⼈に対し、兵庫県は
１８・９⼈と突出。２番⽬は⼤阪府７６５件（同２２３件）、３番⽬は東京都６６７件
（同２０５件）－だった。

　全国で相次ぐ事故を受け、国や各教育委員会は対策に乗り出し、１６年度は全国で４９６７件（同１２４６件）と、前年度⽐約３５％
減。組み体操をダンスなどに変更する動きも影響したとみられる。

　兵庫県教委は１６年３⽉、四つんばいの姿勢で積み重なる「ピラミッド」などで段数制限はせず、安全最優先の指導を求める通知を各
校に出した。市町教委もそれぞれ独⾃の対策を打ち出した。その結果、１６年度の事故件数は前年度から２００件以上減少したが、なお
全国最多だった。負傷率は⿃取県の１５・８⼈に次いで、兵庫県は１３・５⼈で全国２番⽬の多さだった。

　兵庫県教委は「重傷事故が起こらないよう呼び掛けているが、なくなっていないのは残念。本年度の状況を調べ、改善に努める」とし
ている。（上⽥勇紀）

2017/11/14 05:30 神⼾新聞NEXT

⼩中学校の組み体操事故件数　兵庫が２年連続最多


